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 （１）遺伝学的解析 
1. 熊本系褐毛和種における PRNP遺伝子の多型性調査 
牛海綿状脳症（BSE）は脳組織が海綿状となり、異常行動や運動失調などの神
経症状を示す病気である。構造変化した異常なプリオン (PRNP) タンパク質が
正常な PRNPタンパク質と結合し、正常なものを異常なものに変化させるため、
本症の発症を引き起こすと考えられている。BSE の影響を受けたウシなどを原
料とする肉骨粉飼料の摂取が BSE の発症には大きく寄与するとされているが、
BSE感受性に対する遺伝的要因の関与も示唆されている。 
ウシ PRNP遺伝子は第 13番染色体に位置し、3個のエクソンから構成されて
いる。本遺伝子では一塩基置換や挿入・欠失など複数の多型が確認されており、

BSE発症への関与が疑われるものも存在する。第 1エクソンの前後で同定され
ている 2個のインデル (23bp_indel、12bp_indel) は BSEの感受性や潜伏期間
への関与が示唆されている多型であり、共に欠失型では PRNPの発現が上昇す
るため BSE発症のリスクも増加すると考えられている。我が国では 2010年を
境にBSE発症牛は発見されていないが、熊本はBSE発生県の一つであるため、
BSEの発症には大きく寄与するとされているが、BSE発症要因に対する継続的
なモニタリングが必要である。そこで、本研究では熊本系褐毛和種集団における

23bp_indelおよび 12bp_indelの多型性を調査した。 
23bp_indelに対する遺伝子型判定の結果、挿入型の対立遺伝子頻度は0.38で、
欠失型が 0.62 であった。一方、12bp_indel では各対立遺伝子頻度は挿入型が
0.37、欠失型が 0.63であった。即ち、いずれの多型においても BSE発症に対す
る有害アリルが熊本系褐毛和種集団ではメジャーアリルとなってしまっている

ことが明らかになった。また、集団解析の結果これらの多型は経済形質には影響

しないことが示唆された。従って、経済形質への影響を考慮せずに有害アリルを

排除することが可能であると考えられる。今後は他の PRNP多型についても調
査を進めていく予定である。 
 
（２）衛生学的解析 
1. 褐毛和種における地方病性牛伝染性リンパ腫（EBL）の発症抵抗性に関す



る解析 
地⽅病性⽜伝染性リンパ腫（EBL）は⽜伝染性リンパ腫ウイルス（BLV）感染

が原因で起こる⽜の伝染病である。EBL の原因病原体である BLV はレトロウイ
ルスであり、⾎液中の B リンパ球に感染し、宿主細胞のゲノムに「プロウイル
ス」として組み込まれ、やがて B リンパ球の腫瘍化を起こし、感染⽜の数%が
全⾝に多発性のリンパ腫を発症し、起⽴不能や⾷欲不振といった⽜伝染性リン
パ腫の症状を発症する。本研究では、多くが熊本県内で飼養されている和⽜の⼀
品種である熊本系褐⽑和種（褐⽑和種）において、⽜伝染性リンパ腫の発⽣が⾮
常に稀であることに注⽬して 2019 年度より研究を⾏ってきた。 

本年度は、褐⽑和種の BLV 感染⽜における⾎中プロウイルス量が低いレベル
で保たれるメカニズムを解明することを⽬的として、報告のあるいくつかの既
知因⼦および免疫系因⼦が、本品種におけるプロウイルス量上昇への抵抗性に
関与しているかどうか解析を⾏なった。 

その結果、本現象への関与が疑われる既知因⼦として数多くの報告のある、組
織適合性複合体遺伝⼦である BoLA-DRB3 の多型について、褐⽑和種 BLV 感染
⽜ 57 頭でハプロタイプ保有状況を調査したところ、⿊⽑和種やホルスタイン種
で抵抗性や感受性に関与すると報告のある多型をはじめ、保有していたハプロ
タイプ間でプロウイルス量に有意差がなく、また褐⽑和種 BLV 感染⽜のうち、
プロイウイルス量が 15000 コピー/10 万細胞を超える⾼プロウイルス量⽜７頭
と 1000 コピー/10 万細胞未満の低プロウイルス量⽜ 38 頭間で、保有するアリ
ルについて Fisher の正確度検定を⾏ったところ、いずれかに有意な相関のある
アリルは認められなかった。このため、現在のところ、褐⽑和種 BLV 感染⽜に
おけるプロウイルス量上昇抵抗性には、BoLA-DRB3 多型の関与はないものと
考えられた。 
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